
　
市
で
は
、
資
源
化
率
の
向
上
と
不
燃

ご
み
の
排
出
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、

現
在
、
不
燃
ご
み
の
分
別
区
分
の
見
直

し
を
進
め
て
い
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
類
の
拠
点
回
収

の
実
証
実
験
を
行
い
ま
す
。

　
新
た
に
公
共
施
設
な
ど
12
か
所
に
回

収
ボ
ッ
ク
ス
を
実
験
的
に
設
置
。

　
ま
た
、
現
在
６
か
所
に
設
置
し
て
い

る
小
型
家
電
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
12
か

所
に
増
設
し
ま
す
。

　
実
験
期
間
は
、
11
月
26
日
㈪
か
ら
来

年
１
月
末
日
ま
で
を
予
定
（
２
月
以
降

は
未
定
）
。
実
験
終
了
後
、
資
源
化
率

の
向
上
、
収
集
運
搬
コ
ス
ト
の
削
減
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
な
ど
の
検
証
結

果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
効
果
的
な
収
集

運
搬
体
制
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
実
験
で
は
、
回
収
ボ
ッ
ク

ス
に
Ｉ
o
Ｔ
セ
ン
サ
ー
を
設
置
。
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
ご
み
の
堆
積
量
を
把
握

し
、
最
適
な
回
収
頻
度
や
ル
ー
ト
を
設

定
し
、
効
率
的
な
収
集
を
目
指
し
ま

す
。

▪
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
場
所

❖
市
役
所
※ 　

  

❖
西
支
所
※

❖
加
佐
分
室
※   

❖
中
央
公
民
館
※

　

  

❖
東
図
書
館
※

　

  

❖
西
図
書
館
※

　

  

❖
南
公
民
館

　

  

❖
大
浦
会
館

　

  

❖
城
南
会
館

　

  

❖
ベ
ル
マ
ー
ト
い
い
だ

　
　

  

旬
工
房

　

 

❖
三
ツ
丸
ス
ト
ア
余
内

　
　

 

店

　
❖
業
務
ス
ー
パ
ー
下
福

　
　

  

井
店

  

※
は
既
に
小
型
家
電
回

　

  

収
ボ
ッ 

ク
ス
を
設
置

　

  

し
て
い
る
施
設

▼
詳
し
く
は
、
生
活
環
境

課
（
☎
66
・
1
0
0
5
）

へ
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
新
た
に
設
置

11
月
26
日
か
ら
市
内
12
か
所
で
実
証
実
験

　
　

　　　

　
10
月
２
日
、
一
般
廃
棄
物
の
減
量
化

な
ど
に
つ
い
て
審
議
す
る
「
舞
鶴
市
廃

棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
」
（
会
長
＝

山
川
肇
・
京
都
府
立
大
大
学
院
教
授
、

12
人
）
か
ら
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向

け
た
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
答

申
を
受
け
ま
し
た
。

　
同
審
議
会
で
は
、
平
成
28
年
10
月

か
ら
の
11
回
に
わ
た
る
審
議
で
❖
容

器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
取
り

組
み
❖
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
の

推
進
❖
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や

高
齢
化
な
ど
へ
の
対
応
な
ど
の
具
体

的
な
方
策
に
つ
い
て
審
議
し
、
平
成

29
年
８
月
の
中
間
答
申
を
経
て
、
今

回
の
答
申
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
市
で
は
答
申
を
受
け
て
、
市
民
・

事
業
者
・
市
が
一
体
と
な
り
、
さ
ら

な
る
ご
み
の
減
量
化
や
資
源
化
な
ど

を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
具
体
的

な
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

《
閲
覧
で
き
ま
す
》

　
答
申
の
詳
し
い
内
容
は
、
生
活
環

境
課
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
西
支

所
、
加
佐
分
室
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

▼
詳
し
く
は
、
生
活
環
境
課
（
☎

66
・
１
０
０
５
）
へ
。

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
か
ら
答
申

ご
み
の
減
量
化
と
資
源
化
を
推
進

▲多々見市長に答申する山川肇会長（右）

　
博
物
館
の
役
割
に
つ
い
て
専
門
家
が

事
例
な
ど
を
発
表
す
る
「
Ｉア

イ

コ

ム

Ｃ
Ｏ
Ｍ
舞

鶴
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
2
0
1
8
」
が
９
月

30
日
、
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
同
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
来
年
９
月
に

京
都
市
で
行
わ
れ
る
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
京
都
大

会
の
プ
レ
大
会
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
、
国
内
外
か
ら
約
１
７
０
人
が
参

加
。
「
国
際
課
題
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

と
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
を
テ
ー
マ
に
博
物
館
関
係
者

11
人
が
発
表
し
ま
し
た
。

ユ
ネ
ス
コ
登
録
か
ら
つ
な
が
る
地
域
社
会
へ
の
活
力
を
紹
介

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
舞
鶴
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
2
0
1
8

　
市
か
ら
は
、
引
揚
記
念
館
の
長
嶺
学

芸
員
が
平
成
27
年
に
決
定
し
た
「
ユ
ネ

ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
登
録
」
に
向
け
て

引
揚
体
験
者
と
市
民
と
と
も
に
進
め
た

取
り
組
み
や
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
な
ど
の

史
実
を
若
い
世
代
へ
継
承
す
る
た
め
に

取
り
組
ん
で
い
る
平
和
学
習
、
引
き
揚

げ
の
史
実
を
伝
え
る
語
り
部
に
地
元
の

中
学
生
が
参
加
し
て
い
る
事
例
な
ど
を

発
表
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
発
表
者
や
一
般
参
加
者
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ

れ
、
来
年
開
催
さ
れ
る
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
京
都

▲事例を発表する長嶺学芸員

まいづる海自カレー
海上自衛隊見学ツアーを実施

　平成 29 年度の「まいづる
海自カレー」スタンプラリー
参加店 11 店舗のカレーを完
全制覇した人を対象にした

「海上自衛隊舞鶴地方隊見学
ツアー」が９月 22 日、海上
自衛隊舞鶴地方総監部と自衛
隊桟橋で行われました（主催
は「金曜日はカレーの日」プ
ロジェクト）。
　この日は、全店制覇した 156 人から抽選で選ばれた 36
人が参加。海軍記念館や護衛艦「みょうこう」を現役自衛
官からの解説を聞きながら見学しました。今年度のスタン
プラリーは来年３月 31 日まで実施。次回の見学ツアーも
抽選で実施予定です。　　　　　　　　　　 《観光商業課》

舞鶴若狭自動車道
舞鶴西IC～綾部PA間の４車線化工事が完成
　舞鶴若狭自動車道の舞鶴西 IC ～綾部 PA まで（4.7㌔）の
4 車線化工事が完成。11 月３日㈷６時から開通します。同自
動車道が 4 車線になることよって安全で快適な走行の確保、
災害復旧の効率化、地域経済や観光の活性化などの効果が期
待されます。
　引き続き、綾部 IC ～福知山 IC 間の４車線化工事は平成 32
年度末の完成を目指して進められます。　《国・府事業推進課》

まいづる応援団特命大使の三遊亭小金馬さんが逝去
　まいづる応援団特命大使で落語家の三遊亭小金馬さんが 10
月１日に逝去されました。2013 年に同大使に就任いただいて
から舞鶴市出身者の会に参加いただくなど舞鶴のためにご尽
力いただきました。謹んでご冥福をお祈りします。《企画政策課》

回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
の
不
燃
ご
み
の
出
し
方

　各拠点回収場所に３種類の回収ボックスを設置。
袋に入れずにバラのままで入れてください。

①ペットボトル（PET マークが目印）
　・キャップをとる
　・中をすすいで水を切る
　・ラベルをはがす
　・キャップとラベルは②として出す

②プラスチック容器包装類（トレーや
シャンプー容器、お菓子の袋など、プ
ラマークが目印）
　　・キャップをとる
　　・中をすすいで水を切る

③小型家電（携帯電話・ノートパソコン、電気カミ
ソリなど）
　　縦 15㌢横 30㌢まででボックスの投入口に入るもの

▲ PET マーク

▲プラマーク
スーパー
ススーパー

▪まいづる応援団特命大使…学術、文化・芸術などの分野
で活躍されている本市出身の方でタレントのギャル曽根さ
んとさくらインターネット㈱代表取締役社長の田中邦裕さ
んに就任いただいています。

▲小型家電回収ボッ
クス

大
会
に
向
け
て
積
極
的
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。    

《
引
揚
記
念
館
》

▲プラスチック容器
包装類回収ボックス
のイメージ（黄色）

▲ペットボトル回収
ボックスのイメージ

（青色）

　
引
き
揚
げ
や
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
史

実
と
13
年
間
に
わ
た
り
温
か
く
引
揚

者
を
迎
え
入
れ
た
舞
鶴
の
歴
史
を
次

世
代
へ
継
承
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

引
き
揚
げ
第
１
船
が
舞
鶴
港
に
入
港

し
た
10
月
７
日
を
「
舞
鶴
引
き
揚
げ

の
日
」
と
す
る
条
例
が
市
議
会
９
月

定
例
会
で
可
決
し
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
本
条
例
は
５
月
に
、
舞
鶴
ユ
ネ
ス

コ
協
会
や
舞
鶴
商
工
会
議
所
な
ど
市

内
20
の
団
体
か
ら
引
揚
港
の
歴
史
に

思
い
を
は
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
平
和

の
尊
さ
を
再
確
認
し
、
引
き
揚
げ
の

ま
ち
舞
鶴
か
ら
平
和
の
願
い
を
広
く

発
信
す
る
き
っ
か
け
に
と
提
案
を
い

た
だ
き
実
現
し
た
も
の
で
す
。

制
定
を
受
け
て
》

　
舞
鶴
市
は
、
国
の
引
揚
事
業
の
受

け
入
れ
先
と
し
て
昭
和
20
年
に
引
揚

港
に
指
定
さ
れ
、
昭
和
33
年
の
最
終

船
入
港
ま
で
全
国
十
数
港
の
中
で
唯

一
、
最
後
ま
で
そ
の
役
割
を
果
た
し

た
引
揚
港
を
象
徴
す
る
ま
ち
。
引
揚

者
の
受
け
入
れ
に
は
市
や
多
く
の
市

民
も
関
わ
り
、
戦
後
の
混
乱
期
で
物

資
も
乏
し
い
中
、
心
身
と
も
に
傷
つ

い
た
引
揚
者
を
ま
ち
ぐ
る
み
で
温
か

く
迎
え
入
れ
た
こ
と
は
誇
る
べ
き
歴

史
で
す
。

　
引
き
揚
げ
や
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
史

実
を
語
り
継
ぎ
、
平
和
へ
の
尊
さ
を

発
信
す
る
拠
点
と
し
て
引
揚
者
や
市

史
実
と
平
和
の
願
い
を　
次
世
代
へ

10
月
７
日
を
「
舞
鶴
引
き
揚
げ
の
日
」
に

▲歓迎アーチ付近で引揚者を出迎える（昭和 33 年撮影）

▲引揚船最終船「白山丸」が舞鶴港に入港（昭和33年撮影）

民
の
想
い
を
受
け
昭
和
63
年
に
引
揚

記
念
館
が
開
館
し
、
所
蔵
資
料
の
ユ

ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
登
録
や
同
館

の
施
設
整
備
、
若
い
世
代
へ
の
史
実

を
継
承
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
市

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
進
め
て
き
ま

し
た
。

　
今
回
の
制
定
を
受
け
、
こ
の
史
実

の
継
承
に
向
け
た
取
り
組
み
を
途
切

れ
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
ま
ち
の
歴
史

や
平
和
の
尊
さ
を
再
認
識
し
、
未
来

を
担
う
次
世
代
へ
継
承
し
、
引
き
揚

げ
の
ま
ち
舞
鶴
か
ら
世
界
へ
未
来
へ

と
平
和
の
願
い
を
発
信
し
て
い
き
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　

  

《
引
揚
記
念
館
》

▪ 

制
定
を
受
け
て
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